
図2．分類的多様性 (a)と緯度による千島各地の植物の割合 (b)
1-Atlasova, 2-Shumushu, 3-Paramushir, 4-Onekotan, 5-Shiashkotan, 6-Matua, 7-Rashua, 
8-Ushishir, 9-Ketoi, 10-Simushir,, 11-Urup, 12-Iturup, 13-Kunashir, 14-Shikotan
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図表：図2～6, 表2～10
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図３．千島列島の植物相の自生指数

自
生
指
数



図4．千島列島の木本、低木、つる植物の分布北限
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凡例

周極型

ユーラシア型

アジア-アメリカ型

アジア型

東アジア-南アジア型

東アジア型

北千島

中千島

南千島

図5．北・中・南千島の植物相における分布型の割合

図6．植物複合体ごとに種の割合（1ー高山, 2-森林,
3-草原-湿原, 4-海岸, 5-人的影響下）



島名
数

科 属 種

千島全体

北千島

中千島

南千島

Atlasova
Shumushu
Paramushir
Antsiferova
Makanrushi
Onekotan
Kharimkotan
Chirinkotan
Ekarma
Siashikotan

Raikoke
Matua
Rashua
Ushishir
Ketoi
Simushir

Broutona
Chirpoi
Brat Chirpoev
Urup
Iturup（択捉）
Kunashir（国後）
Shikotan（色丹）
Polonskogo（多楽）
Zelenyi（志発）
Tanfiljeva（水晶）
Yurii（勇留）
Demina（春苅）
Storozhevoi（萌茂尻）
Anuchina（秋勇留）

表２．千島列島の植物相の体系的多様性の量的データ

種/科 属/科 種/属

注：種/科は、科の平均種数、属/科は科の平均属数、種/属は属の平均種数
（外来種を除く）。()内は外来科・属・種数。

各地の植物の割合



表3．太平洋沿岸地域の植物相の数的特徴

注）外来種を除く。

地域
数

種属科
自生指数

千島（Kuril Islands）

サハリン（Sakhalin）

カムチャツカ（Kamchatka）

シホテアリン（Sikhote-Alin）

北海道（Hokkaido）

アリューシャン（Aleutian Isl.）

注）A-グループ内の絶対数 Б-各地の植物相の総種数に対する割合（%)．

体系グループ 千島全体 北千島 中千島 南千島

千島列島

胞子植物

ヒカゲノカズラ類
トクサ類
シダ類

裸子植物

被子植物

単子葉植物
双子葉植物

表4．千島列島の植物相の維管束植物の基本的体系グループの割合



表5．千島列島の植物相のうち最大の科

計

順位 科
種数

絶対数（種） 割合（％）

注）外来種は除く.



表6．千島列島の植物相のうち種数が最大の10科

千島列島

千島全体 北千島 中千島 南千島

注）A-絶対種数 Б-各地の植物相の総種数に対する割合（%)．B-植物相内での順位. 
外来種は除く．横線はその科が10位までに入らないことを示す．

計

千島列島

千島全体 北千島 中千島 南千島
生活型

表7．千島列島の植物型の割合

木本

低木

半低木

つる植物

茂み

半茂み

多年生草本

一・二年生草本



表8．千島列島の植物相の分布型とグループの割合

周極型

ユーラシア型

アジア-アメリカ型

アジア型

東アジア-南アジア型

東アジア型

アジア-アメリカ型

東アジア-アメリカ型

太平洋沿岸型

ベーリング型

アメリカ-北太平洋型

北太平洋型

アジア型

北アジア型

北東アジア型

カムチャツカ-千島-日本型

カムチャツカ-北千島型

東アジア型

アムール-日本型

朝鮮-日本型

千島-サハリン-日本型

南千島-南サハリン-日本型

千島-日本型

南千島-北日本型

固有型

注）外来種は除く．

分布型とグループ
種数

絶対数 ％



千島全体 北千島 中千島 南千島

千島列島

生態群集グループ複合体

高山複合体

森林複合体

草原-湿原複合体

海岸複合体

ツンドラ-高山

高山

山岳

低周極山岳

草原-落葉樹林

常緑針葉樹林

広葉樹林

計

計

計

計

水域

水域-湿原

水辺

草原

海岸

海岸岩崖

海岸湿原

海岸草原

注）A-絶対種数 Б-千島列島各地の植物相の総種数に対する割合（%)

表9．千島列島植物相における生態群集グループ植物
複合体の割合



表10．千島列島の植物の植物複合体と分布型の割合

注）分布型の省略形は表８と同様．

分布型
生態群集
グループ
複合体

高山

森林

草原-湿原

海岸


